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隋の
揚帝の
大業
一二
年、
日本の推古天皇
即位十五年
（六〇
七）
、
倭 国
（日
本）
の使
者が
隋に至った。
聖徳太
子
が企画
したとされる
遺隋使
である。
そのときの
「使
者」
、
即ち
正
使小野
妹子の
口上を、
『隋
書』
は次の
ように
伝えている。
大業
三
年、
其王多
利思比
孤
、
遣使朝貢
。
使者曰、
「聞
海西
菩薩
天子、
重興
佛
法。
故
遣朝拝
、
兼沙門敷十人
来
學佛法。
」
たりしひこ
〔大
業一
一 年
、
其（
倭
国）
の王
多利
思比
孤
、
使 を
遣は
して
朝貢
せしむ。
使者曰く、「
聞くならく
海西
の菩
薩天子、
重ね
て
佛法を
興すと。
故に
朝拝
せしめ、
兼ね
て沙門
数十人
をし
来たりて
佛法を
學ば
しむ」と。
〕
（ 『
隋
書』
巻八
十一
、
列博第
四十
六。
東夷
・倭
國
）
隋に
おいて仏教が再
興されたことを
知り、
その仏教を学
はじめに
北周
趙王
「道
會寺碑文
」
につ
いて
刑武天
皇
『雑集』
の 示
す仏教再興
ぶために数十人の
僧侶
を帯
同した、
というのである。
仏教
を介
して中国との国際関
係 を
成立させ
ようとした
倭
国
（日
本）
の意図は、
この口上の中に明
瞭に
読み
とることができ
る。
逆に
隋（
中国
）
の側
からするならば、
仏教再
興
を成し
遂げた王
朝として自らを
描き出
すこ
とに
よって、
国内の統
42
一だ
けでなく、
国際
秩
序の
安定をも
創
り出したと言え
よう。
ところで、
この仏教を再
興した「
菩薩
天子」
は当
時の
煽
帝（
楊 廣
）
ではなく、
その
亡父、
文帝
（楊堅
）
を指してい
(l) 
たとする説がある。
「菩薩
天子」
が
煽帝
を指していたとし
ても、
少 な
くとも、
その
イメージ
を先
んじて形成したのは
文帝だっ 。
隋の高
祖・文帝
（楊堅。
五四
一ー
六0
四
）が
、
北周の武
（宇
文也
）に
よって弾
圧されていた仏教の再
興
を果
たし、
隋・
屑
の仏教文化興
隆の
原点となったことは、
(2) 
周知
の事実である。
北周武
帝の廃仏は、
歴代
の仏教弾
圧の
なかでも、
きわ
めて徹底
的なものだった。
仏教者、
貴族
、
安藤信廣
庶民を問わず
、
その
廃
仏へ
の反
感
·
抵抗
は根深
かった
。
北
周武帝
の逝
去
の後
、
急速に権
力
の中枢に登場
して
きた
楊堅
は 、
様々
な画
策ととも
に仏
教の庇
護者と
してふる
まう
こと
により
、
自己
の権
力基盤
の強
化に成
功した
。
右の
一
連の過
程が事実
であ
ったこ
とは
確か
である
。
だが
、
その
原点た
る仏
教復
興を最初に意図し
企画した
のは
、
果た
して
隋
文帝だ
った
の
だろ
うか。
こ
の最も根
本的
な問題に別
の可
能性を提
起す
る資
料が
日本
に残
って
いる
。
朔武天皇哀
翰『
維集』
中の
「周趙王集
」
であり
、
ことにその
中の
一篇
「道會寺碑文」
である
。
本稿
は
、
この
「道會寺碑文」
を資
料と
して
、
北周
末
の仏
教復興
の動き
の一
端を解明し
、
その
動きを担
っ
た人間
の思索に
ついて
、
考察
するも
の
である
。
聖武
天皇痕翰
『雑集』
「周趙
王集」
と趙王宇
文招
副武天
皇震翰
『雑集』
は 、
中国六朝
•
初唐
の仏
教関係
の
文章を
、
聖武天
皇が天平三年
（七
三
一）
に筆写した文
献で
ある
。
天皇没
後に
正倉
院に施
入され
、
現在
まで
伝存し
てい
(3) る。
その
中に
、
「周趙王集
」
七篇
（うち
一
篇は事
実上
四篇
から
成っ
ているので
、
全体を十篇と数え
ること
がで
きる
）
あざな
とう
ろと
つ
がある
。
これ
は 、
北周の趙
王宇文招
（字
、豆
慮突。
五四五？
五ー
八0)
の文集か
らの
抜き書き
であり
、
短詩
一
首を
のぞ
いて
中国
では完
全に亡失し
た趙玉
の文
章を伝え
る
、
恐らく
唯一
の資
料だ
ろう
。
趙王宇文招は
、
北周の事
実上
の創
業者宇文泰
（文帝）
の
第七
子であり
、
北斉
と北周に分
かれて
争っ
て
いた
華
北の
再
統一
を為し
とげた武
帝宇文
邑の
弟である
。
北周
の建
徳五年
（五七六
）
には兄
の武帝に従
っ
て北斉を討ち
、
翌六年
（五
七七）
、
北斉
を滅し
て華北統
一が
成っ
たとき
、
功によ
って
上柱国
とな
った
。
しかし
翌
宣政元年
（五七
八）、
武帝
が急
逝した
。
その
子
、
ん
宣帝
（宇文賛）
が即
位す
ると
、
宣帝は叔父や
功臣
たち
への
猜疑
心から
、
彼らを殺した
り排除す
るよう
にな
った
。
かわ
って
権力
の中枢に登場し
てきた
のは
、
宣帝の楊
皇后
の父
、
楊堅
（隋文帝）
である
。
宣帝が荒淫
のため
に大
象二年
（五
八0
)
に急逝し
、
その
幼子
静帝
（宇文術）
が皇位を継承す
ると
、
楊堅が政
治
の実権を握り
、
帝位を
うか
がうようにな
って
きた。
そ
のた
め趙王宇
文招は
、
楊堅暗殺を
くわだ
てる
(4) 
が失敗し
、
同年七
月
、
一族
もろとも
に誅
殺された
。
趙王
は若
年のころ
から
廃信
（五
―
――
一ー五
八一）
につ
いて
詩文を学び
、
その
強い影
響を受け
てきた。
その
文集は
「十
巻」
だった
（『
周書』
本伝）
という
が 、
中国
では亡失し
て
しま
った
。
その
「十巻」
の一
部が
、
聖武天
皇哀翰
『雑集』
(43) 
「道會寺碑文」
の問
題点
『 雑集
』中
の
「周趙王
集」
に
ついては、
すでに
小野
勝
年
氏に
「『哀翰維
集』所
収
「周趙王集」釈義
(-
)
（二
）」
（ 『
南
都仏教』
第四
十一
号、
第四十二
号。
昭利
五十
三
年、
同五十
四年
）
があり、
訓読と注
釈が示されている。
また
『雑集』
全体の
翻 字を
し
旬読
を施
した
労作として、合田時
江氏編
『聖
武天皇
『雑
集』
漢字 総
索
引』
（清
文堂
、
一
九九
三
年十
月）
がある。
それらの
恩恵
を受けて、
筆者も
「周趙王集」
の全
訳を
試み、
「堕武天皇
哀翰
『雑集』
所 収
「周趙王集」
注訳
〈 I
〉
s
〈 III
〉」
(『 東
京女
子大学日本文
学』
第九十
三号 、
第九十
四号
、
第九
十六
号
。
平成十二年、
同年、
平成十
三
年）
を
発
表し
ている。
そこにおいて
筆者は、
「周趙王
集」
の
大部分
に注
を付
し全
訳を行った。
だが、
「周趙
玉集」
の中の
最長
編であり、
且つ
『雑集』
全体の中でも
最長
編である
「道會
寺碑文」には様
な々問題点があり、
いまだに
全訳
を完
了し
ていない。
その問題点については後述するが、まずこの
「道
會寺碑文」の内容
を、
筆者なりに
要約
しておきたい。
碑文
全体は
六段落に分けることができる。（その後に、
六十
旬
からなる
銘がつづいている。
銘については後述。）
六段落
(5) 
中に残されていたのである
の内容は以下の
通り。（後
掲 〈
資料〉
参 照
）
第一
段落
(1
行
「若夫」
S6
行
「逢遠
」 ）
中国
固
有の思想・
信仰
は暦
数・
陰陽
に通じていて
偉大
だが、
それ
よりも、
仏教の教えははるかに
深遠
である。
第二段落
(6
行
「昔者」
S14
行
「江左」
）
昔、
イン
ドにおいて釈
迦が説法
をすると、
人々
はみな
各地
より来
聴した。
釈迦
が入滅すると、
人
々は仏像を
製作し
寺搭
を建て
た。
そのため仏教への
信仰
が広まり、
後漢の明帝、
呉の
孫権
らのころ、
中国
各地にも及んだ。
第三
段落
(15
行
「皇帝」
s32
行
「家〔
寂〕
滅」
）
「皇帝」が
即位して数
の々
吉瑞があり、
万 国
から
朝貢
があった。
皇帝は
墾神
にして多
オで
あり、
儒教のみで
なく仏教をも人
々に
勧め
ている。
第四
段落
(32
行
「乃逮」
S52
行
「賓
刹 」 ）
皇帝はかつて
「天會」
寺と呼ばれていたこの
寺に出
御
された。
この
寺
は以前
「某
官姓
名」の建てたところだ
が、
長く
荒 廃して
いた。
それが再
興さ
れ荘
厳されたの
だ。
「寺主」たる
「比丘
某甲
」は、
この
寺
をりっぱに
守っている。
第五段落
(53
行
「皇帝」
S62
行
「断見」
）
「型帝」は再輿されたこの
寺の中をめぐり、
「宝座
」
(44) 
に登
って説教した。
小乗
の説
を論
破し、
大乗
の義を明
らか した。
人
々はそれを
聞い
て喜
悦
した。
第六段落
(62
行「
爾其」
s71
行「
銘
日」
）
この
寺
は都
城
（長
安）
に近
い景勝の地にある。
皇帝が
この
寺
を
訪れ説法を行
ったという
「希
有」なる
慶事を
記して碑にき
ざむものである。
おお
よそ
右
の
ように、
この文章
を要
約
できると考える。
ここには見
逃
せない問題がある。
第一
に、
この文章は
筆写
の錯
脱
が多く、
文意が
把握しに
くい。
しかし
今
回はこ
の点には触れない。
第二
に、
題名に
見える「道會寺
」の所在
が分からず
（第六段落に
ヒン
ト
は
あるが
）、
また文中に出てくる「天會寺
」と
の関
係が分か
りにくい。
第三
に、
第三
、
第五
段落に二度現れる「皇帝」
が誰
を指すのかが分からないた
めに、
全体の構成が見えに
ヽ
゜
V
し趙王が長
く
仕え
てきたのは、
兄武帝である。
従って「皇
帝」
が
武帝であるならば
何の問題もない。
しかし、
それは
あり得ない。
なぜ
なら、
武帝は、
厳しい仏教弾
圧 を
行った
当事者だからである。
また
建徳三
年
（五七四
）の
廃仏令以
前に、
儒仏道
三
教の
論争
等
を行わ
せたことはあるが、
少 な
くとも武帝自らが仏
寺に
赴いて仏教を
講説
す
るなどという
ことは
無かった。
第二
の問題点と、
第三
の問題点は、
からみあっている。
一言
でいえば、
「道會寺
」な
る寺
の高
座に
登って仏教につ
いて説教した
「皇帝」は
誰か、
という
間題
である。
それが
明らかにならなければ、
この「道會寺碑
文」の
全体像は見
えないのである。
道會寺
の所在と
「皇帝」
「道會寺」
という
寺名自体は、
他の
資料
に現
在まで発見
することができない。
しかし、
北周に「道會苑
」という
園
林が
あったことは、
確認できる。『周書
』帝
紀第五・
「武帝
上」
に次の
ようにある。
（天
和二年
）三
月癸
酉
、
改武遊
園為遥
會苑゜
〔（
天和
二年・五六七
年）
三 月
癸酉
（ ―
-日）
、
武遊
園
を
改め
て道會苑
と
為す。〕
「武遊
園 」
の位
値については明確
には分からないが、
首
都長
安の
近
郊だ
ったことは確か
だろう。
それを
武帝が「道
會苑」と
改名
したのである。
従って、「道會寺」
（の
前身と
考えられる「天會
寺 」 ）
は、
「道會苑」
（も
との「武遊
園 」 ）
の中または
付近に存
在し
ていたのではないか、
と想像でき
る。
(45) 
この
一
例だ
けで
「道會寺」
と
「道會苑」
を結び
つける
の
は危
険であろう
。
しかし
、他
にも
例が
ある
。
この
「道會苑
」
は 、
武帝
の死
後 、
宣帝の代に
なると
、
にわかにク
ロー
ズ
・
ァッ
プされてくる
。
『周書』
帝紀第七
・「
宣帝
」
にいう
。
（宣政
元年）
十一
月己亥
、
講武於道會苑
、
帝親捩
甲冑゜
〔（
宣政元
年
・
五七
八年）
十一
月己亥
（六
日）、
武を道
つらぬ
會苑
に講じ
、
帝
親しく甲
冑を撰く。
〕
宣帝は
、
長安城内
の旧
宮よりも
、
自分
のオリ
ジ
ナリ
ティ
を示せ
る場と
し
て道
會苑を
好んだ
のかもしれな
い
。
さらに
同書宣帝
紀に次
のよ
うにある
。
（大象元年）
冬十月壬
戌…。
是日
、
帝幸道會苑大醸
、
(8) 
以高租武皇帝配。
推詑
、
論議於行殿。
是歳
、
初復佛像
及天
尊像。
至是
、
帝興
二
像倶南面
而坐
、
大陳雑戯
、
令
京城士
民縦観。
〔（
大象在年
・五
七九
年）
冬十月壬戌
（四日
）
…。
是
の日
、
帝
道會
苑に幸し
て大礁し
、
高租武
皇帝
を以て
配す。
醜屹
りて
、
行殿に論
議す。
是の
歳
、
初め
て佛
像
及び
天尊
像を復す
。
是に至り
、
帝一
一像と倶に南
而し
つら
ほしいま
ま
て坐し
、
大い
に雑戯を陳ね
、
京城
の士民
をして
縦に
観しむ。
〕
ここ
から
分
かるよ
うに
、
宣帝は
、
父武帝
の廃
仏令を
、
大
象元年十月
壬戌
の日
、
事実上撤
廃した
と言え
る。
そして
、
それは
「道會苑」
におい
て行
われた
ので
ある
。
またいささ
か異
様ではある
が
、
宣帝は仏
像
・
天尊
像ととも
に南面し
て
雑戯
を見
ることによ
って
、
それを
示した
ので
ある
。
宣帝
の
行為
は愚
劣だが
、
良く解
釈すれば
、
民衆
に仏
教
の復興を強
烈に印
象づ
けるため
の演出だ
った
ともい
えよう
。
ともかく
、
先に提示し
た一
―つ
の問
題
、
「道會寺
」
はど
こ
にあ
っ
たか
、
「皇帝
」
は誰
かという
問題は
、
これ
で明らか
にな
っ
たといえる
。
武遊園
（ま
たはそ
の近辺
）
にあ
った
天
會寺
は荒
廃して
いたが
、
大象元年
「道會苑
」
（も
と
の武遊
園）
におい
て宣帝が仏
教を復輿す
るのと
前後
して
「道會寺
」
と名
をかえ
て再
輿された
。
従っ
て
「皇帝
」
とは
、
武帝
でな
く 、
宣帝を指し
てい
ると
考え
られ
るの
である
。
つまり
、
この
「道會寺碑文
」
は 、
廃仏令
の事
実上
の撤
廃
と仏
教
の再
興
を祝い
、
記念
する文
章だ
った
と言
えるので
あ
る。
道會寺が道會苑
の中に
あったの
か近
隣にあ
った
のかは
、
厳密に
は分か
らな
い。
しかし
、
「道會寺碑文
」
53行
目に
、
「皇
、
た
帝」
の行幸を
「輩詣花園
、
輿廻
香苑」
（肇
もて
花園に詣り
、
輿も
て香
苑を
廻る）
と描く
のは
、
明らか
に道會
苑のことを
指すだ
ろう
。
「道會寺碑文
」
の描
くこの
「皇帝
」
の
行幸が
、
『周
書』
宣帝
紀に記された
、
右の
大象元年十月
壬戌
のこ
とを
指
(46) 
「道會寺碑文」の特徴の
一
っは、「皇帝」の表
現の
圧倒的
な量
にある。
実際、
第三
、第
四、
第五
段落は、
全て「皇帝」
その人や、
それにまつわ
る表現で
占め
られている。
特に
第三
段落は、
ほぼ全
体が仏教と関
係 を
持たず、
世俗
の権
力者としての「皇帝」
の表現に
終始している。
同段落
冒 頭
にはこう言う。 四「
道會寺碑文」
にお
ける皇帝
の表現
すかどうかは分からない。
しかし
宣帝が道會苑
を好
んで
訪
れたことは確からしいので、
別の
行幸があったと考
える方
が妥当かと思われる。
たとえば、
『周
書』
宣帝
紀
には次の
ような記事もある。
大象
二年
（五
八0)
正月
の記事である。
― 一
年春正
月丁 亥、
帝受
朝手
道會苑゜
〔二
年春正
月丁 亥
(-
日）
、
帝
朝 を
道會苑に受く。
〕
正月
の朝
参
を道會苑で受けたのだ。
道會苑はそれ
ほどに
宣帝にとって
気に入りの
場所だ
ったらしい。
「道會寺」が
その中または
近
隣に
あったのであれば、
行幸
は一
度や―
一 度
のことではなか ただろう。
また
荒淫
で
死 ぬ
ような宣帝が、
大乗
仏教について説教などできるかという
疑間
も必要
ない。
実際には、「皇帝」
は道會寺
に行幸
しただけだったとして
も、
趙王
招はそれ
を理想化して
描き出したのだ。
皇帝
沈墜握圏
、
懐珠
受暦
。
〔皇帝
墜 を
沈め
て圏
を握
り、
珠
を懐きて
暦
を受く。
〕
尭帝が
墜
を河
に沈
めて「
握
河記」を得たという
故事
をふ
まえて、
天よ
り宝暦
を受け
即位した「皇帝」を
称賛
する。
次の
ようにも言う。蓬莱羽客
、
棄神
仙戻止
、
渭濱隠
士、
捨垂釣
而
来王。
れい
し
〔 蓬 莱の
羽客
は、
紳 仙を棄てて
戻止
し、
渭濱の
隠士は、
垂釣
を棄てて
来王す。〕
「神
」字
を、
合田
氏前
掲書は「
袖」としているが、
採ら
ない。
また
「来
王」
を、小野氏前
掲書は
「
束 」で
切り、
「王」
を下文に続けているが、
これも
採らない。
世 間
とは異次
元
に住む
仙人
・隠者さえも、
皇帝のもとに
馳
せ参
じて来る、
と言うのである。
ここにも皇帝
権
の超
越
性を
描き出そうと
する意
図が
読
み取
れる。
こうした部分には、
仏教の教義との関
連性は
全く無い。
ひたすらに
展 開さ
れているのは、
崖帝権
の強調
であり、
ま
た人
格
的な
型帝への
礼
賛で
ある。
いわば仏教の教義
とは
無
縁の、
皇帝
礼賛
それ自体が目的となっている。
では、
それ
は何故
な
のか。
宣帝は、
趙王をは
じめとする
叔父たち
への
猜疑
心から、
即位
直後に
齊王
宇
文憲（趙
王の
兄）
を殺
し、
以後次
に々王
族・
功臣を
殺した。
そのために
(47) 
北周王
朝は不
安定
となり、
楊堅の
擦 頭と
墓 奪 を
許すことに
なる。
趙王から見れば、
宣帝はきわ
めて危険
な「皇帝」で
あった。
だが、
だからこそ、
趙王は皇帝権
を強
化するため
に力を
尽くさ
ねばならなかった。
北周王
朝
を支
えるために
は、
そして恐らく楊堅の
権
力
介 入を
防
ぐためには、
皇帝
権
の強
化が
必
要だ
ったのだ。
趙王は、
自らを
排斥し
ようとす
る「皇帝」のため 「皇帝」
礼賛
をしなくてはならないと
いう
矛盾
を背
負わなくてはならなかったのである。
第四
段落で、
荒れ
果てていた「天會
」
寺を再
興し道會寺
と改
名したのは、
主語が明示
されないために分明ではない
が、
恐らくは「皇帝」である。
冒頭に、
こう言う。
乃逮斯刹
、
厭名
天會゜
てら
〔乃ち斯の
刹に
逮 ぶ、
廠の名は天會なりき。〕
「逮
」 字を、
小野氏前
掲 曹
は「建」として、「すなわちこ
の刹
を建てて、
それ天
会
と名づく」
と訓
読
するが、
それで
は文脈が通らない。
皇帝はこの
寺
を「建」てたのではなく、
あくまでも「天會
」
寺という名のこの
寺に「逮」んだ、
即
ち訪
問したのである。
従って、「
乃於
餅所、
純始
荘
巖 」 （
乃
ち欝所に於いて、
経始
し荘
厳す
）
という行為を行っ は、
皇帝だっただろう。
第三
段落で世俗
の権
力者としての皇帝
が描
かれていたが、
ここでは、
寺院
の復
興者としての皇帝
が描
き出されているのである。
第五
段落では、そこから
更に
進み、
「宝
座 」
に
登り
「大乗
」
の法を説
く皇帝が
描かれる。
法草
窮
子、
始悟
慈頻
、
火宅童兒
、
方知
離苦。
足使
提舎
恥其頭
燃 、
納衣悪
其
断見。
〔法
華の
窮子は、
始めて
慈顔
に
悟り、
火宅
の童兒
は、
まさ
だいしゃ
方に
離苦
を知
る。
提舎
をして其の頭を
燃やすを
恥ぢし
め、
納衣
をして其の
断見を
態
ぢしむ。
〕
皇帝の説教
を
聞いた人
は々、
いま
「 方
」
に「
離苦
」
（苦
を離
れ
る）
を
知った。
「提
舎
」
（仏弟子
の
一人、
舎利
弗）
は
頭髪
を燃
やすなどの
自己
を傷
つける
苦 行 を
恥じ
、「
納衣
」 、
僧侶たちは来世が
無いなどという「
断見」
、
誤った見
方を
慰じ
ることになった。
ここには、
北周
武帝の廃仏
令に
よって絶
望的な状況下に
あり、
自傷
をくりかえしていた仏教徒たち
の解
放
の喜
びが
語られている。
それらは
全て、「皇帝」
の説教に
よってい
るのである。
つまりそれらは
全て、
宣帝が道會寺
を
訪れて
仏教を
復興し仏教に
ついて
講
説したことと、
それに
よって
得られた解
放の
喜びを語
っているのである。
こうして、
前
段落までの
型帝へ
礼賛
は、
仏教
復興
ハ者
としての皇帝像の
表現に
よって完結する。
宣帝は、
単に
世俗の
権力
者なので
(48) 
次に
「道會寺碑文」
末尾72
行S85行の
銘
の内
容を検
討
し
たい
。
則武
帝自身
の筆写
の脱誤
、
翻字
の間
題点に
ついての
考証は今す
べ
て省
略し
、
筆者
の校訂に
より
、
句読を切る。
訓読
も筆
者に
よる
。
脚韻
は
『廣韻』
による
。
（〈
資料〉
参照）
百非骰妙
百非
妙を謄し
萬徳凝紳
萬徳
紳を凝らす
空因
相顕
空は相に因り
て顕ら
かに
理寄言申
理は言に寄りて申ぶ
赴機日應
機に赴くを
應と日ひ
反寂稲晨
寂に反る
を〗
県と稲す
法身媒滅
法身
岩に滅
びんや
しづ
世眼時愉
世眼
時に涌む
のみ
倶迷苦海
倶に苦
海に
迷ひ
てこそ
熟燒良津
熟く
良津
を饒
らん
』（
「員
・諄
韻」
）
我皇御宇
我が皇
宇を御し
超絃文武
絃の
文武
を超ゆ
迩染俗塵
迩を俗
塵に染め
1 0 
5 ー
はなく
、
仏教再輿
を実現し仏
法を宣揚す
る
「菩薩
天子
」
と
して
描かれ
ているの
である
。
「道會寺碑文」
の銘
30 25 20 1 5 
心標浮上道牙廣潤勝瞳高竪静監有空縁思愛取是日人王兼稲法王惟天隆祉口地呈詳苗垂
三穂
蓮開雨房鄭戸赤雀殿庭白狼境連朝影莫贈夜光儒童剪髪難提承露水淫洛池花然賓樹偶説多羅経文妬路
心を
浄士
に標
す
道牙
廣＜潤ひ
勝瞳
高く駆
つかんが
静かに有
空に監み
縁り
て愛取を
思ふ
是れを人
玉と曰ひ
兼ね
て法王と稲す
たか
惟れ天
祉を
隆くし
〔惟
れ〕
地詳
を呈す
苗は三穂を垂れ蓮は雨房を胴＜鄭戸に赤
雀あり
殿庭に白
狼あり
璧は朝
影を連ね
黄は夜
光を嗚る
』（
「陽
・唐
韻」
）
儒童
髪を剪り
難提
露を承く
水は洛
〔洛〕
池に浮ら
かに
も
花は賓
樹に然ゆ
たら
傷は多羅を説き
とろ
あや
経は妬
路
を文にす
』（
「齋
·姥
韻」
）
』（
「暮
・
遇韻」
）
(49) 
55 50 45  40 35 
甘泉北接細柳南隣河橋鐵
鎖
濡岸離人雲低賓蓋花大車輪天睛霧解景落霞新糸線共纏燈光
相績
水激珠泉沙流銀粟慢□黄
金
床離青玉鳳皇
之閣
芙蓉之宮離槃婉轄鍍檻玲籠窓疎受電槍逍来風瀾生薬紫
甘泉
北に接り
細柳
南に隣りす
河橋に鐵
鎖あり
潮岸
に離
人あり
た
雲は賓
蓋
に低れ
花は車
輪より
大いなり
天睛
れ
霧解け
景落ち
霞新た
なり
』
（「
員
・諄韻」
）
糸線
共に纏ひ
燈光
相ひ
績＜
水は珠
泉に激し
沙は銀
粟を流す
慢[
帳]
には
黄金
〔を飾り
〕
苔
ざ
床に
は青至を離む
』
（「
燭韻」
）
鳳皇
の閣
芙蓉
の宮
離槃
婉膊
たり
鍍檻
玲籠
たり
とほ
窓は疎りて電
を受け
はる
植は逍
かにし
て風
を来たす
瀾は葉
の紫な
るを生じ
六
蓮吐花紅
蓮は花
の紅な
るを吐く
園成樹涌
園成
りて
樹は渦ち
渠開水通
渠開き
て水は通
ず
禅永定智矩方融
禅は永く定まり智
矩は方に融
らん
道成果果累盛空
道は果を成じ果
累な
りて
空を
盛めん
』
（「
東韻」
）
脚韻
によ
る段
落
で七段
落 、
全体は六
十旬
からな
っ
ている
。
一部
の誤
脱を補えば
、
四言旬
の整然た
る銘で
あるこ
とが分
かる
。
(59
.
60旬の
み七
言旬。
）
「道會寺碑文」
銘の
部分は多く
の問
題を含ん
でい
るが
、
三
点の
みを指摘し
ておこう
。
第一
に
、
庚信か
らの
影
響が
顕著
に見てと
れること
である
。
(9) 
そのこと
はすでに
論じた。
そこ
には
多大な意味
があると
考
えられる
が
、
本稿
では
触
れない
。
第二
に
、
仏教が
（兄武帝
の弾圧に
よって
）
深刻な打撃を
受け
、
末法的
状況を現
出した
こと
、
そこから
反転し
て仏
教
を再興
すること
の論理が語ら
れていることで
ある
。
これを
末法思想
と呼ぶ
ことはで
きないとしても
、
末法思
想に
つな
60 銘文
の
問題点
(50) 
冒 頭
1.
2句
に、
「 熟
」 、
よく
よく、
彼
がる
而
を持
つことは事実だろう。
百非
謄紗
百非
は紗
を橙
し
萬徳凝
紳
萬徳
は紳
を凝
らす
という。
「百
非」
、
即ち
全ての
悪は、
実は「
妙
」つまり仏の
真理を、
体現している。
悪の中に、
実は真理が
貫か
れてい
る、
というのである。
こうした
論
理から
銘の文章
をはじめ
ることの中に、
末法的状況下に
あった仏教に対する
認識
の
重さが見える。
末法的状況というのは、
世界が自
己も含め
て全
て悪
の
場となっている、
ということであろう。
廃仏に
よって現実は完全に
悪におおわれている。
だが趙王は、
そ
れを
こうとらえかえす。法身
豊滅
法身
器に滅びんや
世 眼
時涌
世 眼
時に
愉むのみ
「法身」
、
つまり真理そのものである仏の本体は、
滅んだ
りしない。
ただ「
世眼」
、
世間の
まな
ざしの方が、
時に
よ
っておとろえ、
この
世
は闇
と言ったりするだけなのだ。
仏
教禁
圧と末法的状況
を、
この
ようにとらえているのである。
だからこそ、
次の
ようにいう。
(9
.
10旬）
倶迷苦海
倶に
苦海に
迷
ひてこそ
熟暁
良津
熟く良
禅
を瞭
らん
もろともに「
苦 海 」
に
迷ってこそ、
岸 への
良き
渡
し場
を知
ることができるのだ。
敷 延
していえ
ば、
末法
濁世
をくぐ
りぬけてこそ真理に達することができ
る、
というのである。
仏教再
興を
慶賀
する「道會寺碑文」
全体の
トー
ンの中で、
こうした
認識
を銘
の
冒頭に
打ち出
す。
ここには、
華麗
な美
文の中に秘められた、
重い
認識
が見える。
第三
に、
歴帝を
賞賛し、
その
墾性をことさ
らに
強調
して
いる点である。
単に
強調
するだけではない。
それを、
仏教
によ
って
論
理化しているのである。
11.
12旬
で、
我皇
御宇
我が皇
宇 を
御し
超絃文武
絃の
文武
に
超ゆ
というのは、
皇帝のずばぬけた
塑性の
強調
である。
つづけ
て13
.
14旬
で、
迩染俗廂
迩 を
俗崖に
染め
心標浄土
心を
淫土に
標す
というのは、
心に
悟りを
抱きつつ
俗 衆
を救
うために、
「
俗
塵 」
、
汚濁
にみちた
世
間に生きる者として、「皇帝」を
描き
出している。
そういう
生き方は、「
菩薩
」の
生き
方だから、
菩薩
として「皇帝」を
描き
出したものといえ
る。
これは、
皇帝の
聖性
を仏教の側から補強し、
論理化し
ようとするも
のだろう。
それ 総括して、
19.
20旬
では、
(51) 
『 廣 弘明
集』
巻十「
縮惑編」
第二之
六に、「前
僧」王明廣
の宣
帝
（天
元皇帝
）へ
の上
書
「周天
元立
有上事
者
射衛
元嵩
」
（周天
元立ち上
事する者
有りて
衛
元嵩
に射
す
）
が収められ
七「
道會寺碑文」
の位置
1結びに
かえて
是曰人王
是れを人王と曰い
兼稲法王
兼ねて法王と稲す
という。
「人王」
は、
帝王をいい、「法王」
は通
常、
仏をい
う。
「人王」
が同時
に「法王」
であるというのは
、直
訳す
れば、
皇帝が同時に仏である、
ということである。
もちろ
ん、「法王」は、
高徳
な僧
侶
をさす
場合もあり、
ここでは、
仏法の中心となる王者ということだろう。
13.
14句
からの
つながりでかんがえれば、「
型帝
」は
菩薩
であり、
地上に
おける仏法の中心「 」である、
とい
う認識
なのだ。
こ
れは「碑文」
31行の、
登止謳
之仁
壽
、
方且
蹄諸
家
〔寂〕滅
。
〔登に
止だに之
を
仁壽に
騒るのみならんや、
方に且に
じゃ
くめ
つ
諸 を
寂滅に
婦
せしめんと
す。〕
とあるのと対応する。
歴史上、
愚劣
な天子
の一
人とされる
宣帝だが、
趙王
宇
文招
は、
あえてそれを
菩薩
道を
実践
する
皇帝として
描き出
しているのである。
ている。
武帝
をそそのかして廃
仏を行
わし
めた
衛
元嵩
への
反論と う形で、
廃 仏
令
の中
止
を
願い
出たものである。
日
付は、「
大象
元年
（五
七九）
―
-月
二十七日」
と記されて
(
10
) 
いる。
それに対する宣帝の
返答は、
同年四
月
八日に示され、
「今
形服不
改
、
徳行俯存。
廣設
道
場、
欲行善法」
（今
形服
を改
めず、
徳 行 を
例ほ
存
せしめ
よ。
廣く道
場 を
設け、
善法
(11) 
を行はんと欲す
）
というものだった。
僧侶
たちの
姿形
は今
は庶
民
と同じままとして
徳
を積
まし
め、
道場
を設
けて善い
法を行
おうと思うーというのは、
仏教
復興の方向で
検討
するが、
まだ完
全な
復興は認めない、
ということだろう。
一方
、『周書』
帝紀
第八
・「
静
帝
」に
よると、
大象
二年
（五
八0)
五月
に
宣帝が
崩 じ
た後、
静帝が
正式
に仏教を復興し
たことを述べる。
六月
庚申
、
復行佛・道
二敦
。
曾 沙門
・道士
精誠
自守者、
簡令入道。
〔六月
庚申
（六
日）
、
復た
佛・道二
敦
を行はしむ。
菖
沙門・道士の
精誠
にして自ら守る者を、
簡び
て道に入
らしむ。
〕
これらの仏教
復興の動
きを
進めたのは、
宣帝・
静帝自身
(12) 
ではなく、
実力者楊堅だったとする説がある。
しかしそれ
は「道會寺碑文」に
よって再検討
を余
儀なくされるだろう。
(52) 
宣帝・
静帝
に仏教
復輿
を行
わしめたのは、
宗室
の柱
だった
趙王
宇文
招だ
ったと考えることができる。
もちろん趙王一
人の
画策
ではないだろうが、
宗室
の諸王たちは、
宣帝から
うとんじられながらも、
北周王
朝
を守るた
めに、仏
教
復巽
によ
る皇
室
の支
持基盤強
化、
「人王」と「法王」の結合に
よる皇帝
権強
化を
はかったのだ。
「道會寺碑文」
は、
王明廣の上
書（
大象
元年二
月）
と静
帝に
よる仏教
復
興令（大
象
二年
六月
）
の中間に
書かれたと
考えられる。
且つ、
大象
元年
（五
七九）
十月
、道
會苑
で宣
帝が仏像・天尊象
と
並んで
雑戯
を見たとい
う時
よりも後の
時期とするのが妥当であ
ろう。
この時期、
趙王をは
じめ
宗
室の諸王は長安にいなかった
宣帝に
よって
遠ざ
けられて、
領国に
赴い
ていたのである。
そこには実力者楊堅の
影響
、
あるいは
画策
がみてとれ
よう。
だからこそ趙王は、
「道會
寺碑文」を記して、
これ
を長
安近郊
なる道會寺
に建て、
皇
帝に
よる仏教
復興を
格別に
祝い
、且
つそれを皇帝
権の
強加
と結びつけて
描い
たのであろう。
仏教
復輿
に
よって
権
力基盤
を強
化し
ようとするこうした
試み
は、その後、
敵対
者である楊堅その
人に
よって、いわ
ば横
取
りされた。
隋の
大業
三
年、
倭
国から
遣隋使
が派遣
さ
れたことはすでに述べた。
「使
者」の口上にあ
る「
菩薩
天
子」
は、
煽帝
を指すか、文帝か、
両 方
の可能性が考えられ
るが、
しかしその「
菩薩
天子
」の像は、
聖武天皇
『雑集』
に残された「周趙王集」
によ
れば、楊堅に
殺され
た趙王
宇
文招
に
よって、すでに
北周末に
提示
されていたのである。
注
(1)
田村園澄
は、
「仏法を
重興した
「海西
の菩
薩天子
」
は、
燭帝
ではなく
、
文帝
をさしていたと
解されます
」
と述べ
ている
。
（『
仏教伝来
と古
代
日本』
講談社学術文庫
・昭
和六
十一
年
。九
二頁
。）
(2)
吉川忠夫
『興隆
•
発展す
る仏
教』
第1章
「隋唐仏
教とは何
か」、
一
「隋玉
朝における仏
教再興」
一四
頁。
（沖本克
己等編
『東
アジ
ア仏
教史』
七巻）
(3)
東京女子
大学古代史研究会編
『岨武天皇寂翰
『雑集』
「釈霊
実集」
研究』
解題
（汲古書院。
二0
10
年一
月
。
解題執筆者、
丸山裕美子
・鉄
野昌弘。
）
に詳細な解
説が
ある
。
(4)
『周書』
列伝第五
・
文閲明武宣
諸子
「趙僭王招
」
条による
。
(5
)
『雑集』
所収
「周趙王集
」
中の
作品
名は次
の通
りである
。
（作
品番
号は合田
時江氏編
『聖武天皇
『雑集』
漢字継索引』
清文
堂出
版、
一
九九
三年に
よる
。）
――一
道會寺碑文
――
―一
平常貴勝唱祠文
a法
身凝
湛之文
（仮題）
b因
果冥符之文
（仮題）
C無
常
一
理之文
d五
陰
虚個之文
（仮題）
―-
三
無常臨殖序
――
四
(53) 
〈資料〉
宿集序
――
五
兒生
三
日満月序
(6)
「道會寺碑文
」
影印
は、
注(
5)
に引く合
田氏前掲書
に掲
載
され
ている
。
(7
)
拙稿
「北周趙王
の文学と炭
信
の影
響
型武天
皇震翰
『雑
集』
所収
「周趙王集
」
に基
いて
」
（「
日
本中国学会報」
第
五十
六集、
―1
0
0四
年）
参照。
(8)
「是歳」
二字
は、
『北史』
には
無く、
その
方が良
いと
考えら
れる
。
(9)
注(
7)
前掲書参照。
(10)
王明
廣
「周天元立有上
事者酎衛元嵩」
冒頭。
（『
廣弘
明集』
巻十
゜
(11)
注
(10)
掲載書未尾。
(12)
『周武法難
の研
究』
野村耀昌
（東出版株式会社。
昭和五十
一
年九月）
に次のように
言う。
（仏教
復興は）
すべ
て登
位後
の行
状が淫乱
で奢
修に終
始した宣
帝自身
に
よるものでは
なく
、
また幼
沖七
歳で譲
位された静
帝
によるもの
でもなく
、
事実は宣帝
の岳父に当
る楊堅
が取りし
きった
も
のと
考えられ
る
。
また
、
宣帝
が崩じた直
後に当る大
象二年
（五
八0)
六月六
日に行われ
た北周
の仏
道二
教を復す
る詔も、
当然そ
の摂
政であ
った
楊堅
の意
志によるもの
である
と考えられ
るべきで
ある
。
（二
五
四頁）
「道會寺碑文」翻字
中夜序
一六
薬師齋序
――
七
以下は「道會
寺碑文
」の翻字であり、
一行
十八
字、
八
十五行という
聖武
の表記に従
って
いる。
翻字
・
句読は、
全て筆者
による。
墾武
の誤記と思われるものに
つい
て
は、
傍に漢数字を付し、
末尾にそ
の訂正
字を「↓」で
表記している。
閾字に
つい
てはそのままとしてある。
道會寺碑文
1若
夫九成圏蓋。
則康陽垂
日。
四柱方輿。
則凝陰
戴升゜
而君稲龍首。
既泣暦於九宮。
帝日蛇身
。
遂
亥交於六位。
是知鬼紳無所逃形。
天地之情需
芙。
卑豆似箕如寂絶。
非千尺
之可求。
賓相冥言。
非
5一
音之可證。
毛滴海水。
算数
之理無
方。
廂折須
禰゜
測量之情逢
遠。
昔者吾百
羅漢。
同来舎衛之
城。
十千
天子。
共詣迦陵之國゜
乃見安居
鹿苑。
説
法鶏園。
浦面
含光。
通身微咲。
自月落金棺萎香
四
炭。
雙林愛色。
四馬
生風。
若使闘光不冨。
則度敬
10靡
託。
方墳奥樹。
則栖庇焉奉。
是以商人採賓。
則
龍宮自開。
梵志求香。
則海潮仇落。
波斯壇越。
圏
紺髪而昇天。
須達長者。
布黄金而溝地。
州二相
。
偲妙質而
無窮。
八斜四升
。
散全
身而
不滅。
漢皇
宵夢。
啓正
教於山東。
呉宮夜明。
悟斜心於
江左。
(54) 
15皇
帝
沈墜握圏。
懐珠受暦。
幽房貫月。
華渚落星。
都平
陽而受輝。
坐玄
＿屈而披瀾。
長巖炎景。
服綿
葛而織百王。
月紀玄英。
衣鹿衷而朝萬國゜
蓬莱
材客
。
棄紳仙戻止。
渭濱隠
士。
捨垂釣而
来王。
至
如玉
盤銀甕之詳。
赤獣白禽之瑞゜
雙苗三脊
。
以
20表
至孝之徴。
紳雀霊鳥。
乃應
大平之
兆。
丹雨鳳゜
夜宿華山之
桐。
河漢雙龍。
朝遊葛陵之水。
接證
慈愛之文
。
叡徳載兵之武。
安上治民 證。
移風
易俗之柴。
若乃金縄玉
字之書。
石架銀函之部。
黄封萬巻之言。
青首五車之冊
。
占月司星之術。
25観風
候気之儀。
中胄凝柱之精。
驚援
落雁之巧
゜
縁情則飛雲玉
髄。
落紙則垂
露銀鈎。
白石
紫芝゜
懸語薬姓。
四童
九轄。
遥識方名。
投壺
則仙女含
咲。
弾碁則玉女度河。
可謂唯聖唯紳。
多才多藝゜
上林
秋菟゜
曹而莫壺。
雅陽竹簡゜
載而弗窮゜
雖復
30迩
住有為。
而心存遣相。
達五家
非已゜
識三相
葵
停゜
汲亥群迷。
紹隆繹典。
豊止謳之仁
壽。
方且蹄
諸家滅。
乃逮斯
刹
゜蕨
名天
會゜
其寺蓋昔某官姓
名所興也
駁其揆日面方。
祟基架宇。
外誼王舎。
内
35祇園
。
但以春灰数動。
秋火屡移。
豪毀
花萎゜
蓋彫
香滅。
蒲々虚
庸゜
或似相
如之声寧゜
寂々
疎扉゜
乍同
揚子之宅。
乃於藉所。
鯉始荘厳゜
荊山春嶺之珍゜
合浦朱提之賓。
並充
随喜。
盛用
行檀゜
轄埴陶人。
揮斤好匠。
奨不椒
泥桂柱。
彩壁梅梁。
綺井舒荷゜
40離
楢散藻。
三虜
紅蓮之殿。
五時
白鶴之官。
月映
瑠璃。
帯春風而不堕。
雲連馬脳。
似秋雨而将垂゜
摩娼國中。
翻悪浄土。
毘耶
城裏。
到愧伽藍。
天柴
恒調。
不待周喩之
顧。
空香自吐。
無労荀哉之衣゜
桂影澄淵。
即是沈河之璧゜
楡落水然。
投渭之錢゜
45吉
士読
。々
棒乳康而競入。
名僧漕
。々
抱應
器而
知蹄。
是知縁覺争飛。
終留世界。
整聞聴轡。
遂至
他方。
法雨継泊。
枯苗即潤゜
慧燈暫照。
暗空方明。
現五
縛於離車。
伏雙魔於道樹。
鵠憑威而向影。
大築法而昇階。
寺主比丘某甲
。
僧徒
英個。
法侶
50高
明。
心伏
樫貪。
身行忍辱。
若夫酒泉開士。
唯學
扉友。
距鹿沙門。
止通
鰹論。
未有守護離謳。
堅持
賓
刹
゜
皇帝轍萬機之務。
隆四
海之尊
。
鐙詣花園。
輿廻
香苑。
六龍厳
設。
四校廣陳゜
懸豹尾於厩車。
望霊
55鳥
於大史。
鹿慮之剣。
本帯龍文。
宛轄之
弓゜
藉合
蛇影。
於是頂戴天人。
蹄依正遍
。
然後登賓座。
撫
(55) 
金机。
潜名教。
蘭大乗。
法勝毘
日雲。
義均磨疾。
呵
九
梨成実。
事等背。
廣説涅盤。
迦葉起問。
高談般若゜
善吉
先知。
追有為
住無為。
滅執相存忘相。
練石
60鉱
於貢金。
愛醍醐
於乳酪。
法華窮子
。
始悟慈顔゜
火宅童兒。
方知離苦。
足使提舎
恥其頭燃。
納衣
態其断見。
爾其虐也。
國稲
四塞。
地日
一
金。
一鳥
朝翔。
周王
杖鍼。
五星夜
緊。
漢帝治兵。
緑蔓蒲陶゜
斜懸別館。
青苗
目菅゜
遥映離宮。
都尉
誠船。
獨有
65昆
明之水。
将軍置
陣。
唯餘細柳之管。
南望上
林。
想仙童之来晩。
西贈青綺。
思召子之菰甜。
正封
旗亭。
則五層
近還。
傍臨峻渫。
則百雉透進。
欲令
勝葉恒博。
一輻
田永播゜
而霙
光之殿。
古字難存。
材
陵之山。
新曹易嚢。
唯嘗
一
刊玄褐゜
萬古常観。
5豆
70使
襄陽水中。
獨有鎮南之頌゜
燕然山上
。
唯勒車
騎之碑。
舞餡希
有。
乃為
銘曰。
百非謄妙゜
萬徳凝紳。
空因
相顕。
理寄言
申゜
赴機
曰應。
反寂稲鳳
法身競滅。
世眼
時涌゜
倶迷苦海。
熟饒良津。
我皇
御宇。
超絃文武。
迩染俗剛。
心標
75浄
士。
道牙廣潤。
勝瞳高竪。
静監有空。
縁思愛取。
是曰
人玉。
兼稲
法王。
惟天隆祉。
地呈詳。
苗垂三
穂。
蓮開雨
一房。
郡戸赤雀゜
殿庭白狼゜
璧連
朝影。
莫
一岡
↓圃
――
泣
↓治
四岡
↓側
五大
↓太
七官
↓宮
八
日雲↓曇
＋誠
↓試
十一
洛↓洛
三吾
↓五
‘、’ノ6 5 �ヽ
六家
↓寂
九盤
↓槃
十二
慢↓慢
（東
京女子
大学）
贈夜光。
儒童剪髪。
難提
承露。
水浄洛池。
花然賓
樹。
偶説多羅。
経文妬路。
甘泉北接。
細柳南隣。
河
80橋
鐵鎖。
濡岸銅人。
雲低賓蓋。
花大車輪。
天晴霧
解。
景落霞新。
糸線共纏゜
燈光相績。
水激珠泉。
沙
十二
流銀粟゜
慢黄金。
床離青玉。
鳳皇之閣。
芙蓉之宮。
離槃婉轄。
鍍檻玲籠。
意疎
受電。
櫓逍来風
。
瀾生
葉紫。
蓮吐
花紅。
園成樹渦。
渠測水通
。
椰永定智
85矩
方融。
道成果
々累
壼空゜
